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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本鉄鋼連盟(JISF)から，工業標準

原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大

臣が制定した日本工業規格である。 

鉄鉱石中のマンガン定量法については，これまで JIS M 8215 の中で原子吸光法を附属書 1 に，過よう素

酸吸光光度法を附属書 2 に，それぞれ規定していた。しかし，ISO 規格においては，原子吸光法を ISO 9682-1

として既に規定し，過よう素酸吸光光度法についても，現在は ISO 3886 に規定しているが，ISO 9682-2

として規定する改正作業が進行中である。よって，ISO 規格と整合性をとるために JIS M 8215 も，原子吸

光法を第 1 部，過よう素酸吸光光度法を第 2 部とする部編成の様式に変更した。 

これによって，JIS M 8215:1995 は廃止され，分割して制定した JIS M 8215 の規格群に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 

JIS M 8215 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS M 8215-1 第 1 部：原子吸光法 

JIS M 8215-2 第 2 部：過よう素酸吸光光度法 
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Iron ores－Determination of manganese content－ 
Periodate spectrophotometric method 

 
序文 

この規格は，1986 年に第 2 版として発行された ISO 3886 を基に，技術的内容及び対応国際規格の構成

を変更することなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，鉄鉱石中のマンガンを過よう素酸ナトリウム酸化吸光光度法によって定量する方法につい

て規定する。 

この方法は，天然鉄鉱石，精鉱及び焼結鉱を含む塊成鉱で，マンガンの含有率（質量分率）0.02 %以上

8 %以下の範囲のものに適用する。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
ISO 3886:1986，Iron ores－Determination of manganese content－Periodate spectrophotometric 

method (IDT) 

なお，対応の程度を表す記号(IDT)は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，一致していることを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS M 8702 鉄鉱石－サンプリング及び試料調製方法 

注記 対応国際規格：ISO 3082，Iron ores－Sampling and sample preparation procedures (MOD) 

JIS R 3505 ガラス製体積計 
注記 対応国際規格：ISO 648，Laboratory glassware－One-mark pipettes (MOD)及び ISO 1042， 

Laboratory glassware－One-mark volumetric flasks (MOD) 

ISO 7764 Iron ores－Preparation of predried test samples for chemical analysis 

 

3 原理 

試料を，次のいずれかによって分解する。 

a) 塩酸，硝酸及び過塩素酸で分解する。 

b) 過酸化ナトリウムで焼成した後，塩酸及び過塩素酸で分解する。 


